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議会だより　130 号議会だより　130 号

予　

算

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
10
号
）

　

８
２
８
２
万
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
61
億
６
４
９
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
法
人
町
民
税
（
現
年
度
課
税
分
）

 

▲
１
９
９
３
万
円

・
普
通
交
付
税

　
　
　
　
　

２
億
７
３
９
４
万
円

・
土
地
改
良
事
業
等
分
担
金

▲
１
５
６
３
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
体
制
確
保
事
業
費
補
助
金

 

１
０
０
７
万
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

▲
２
６
４
５
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
１
億
９
２
０
１
万
円

・
備
荒
基
金
超
過
納
付
金
繰
入
金

▲
２
９
２
１
万
円

２

　第１回定例会が３月７日から１４日の間で開催

され、議案２０件、同意１件、意見案１件、決議

案１件の審議を行い、いずれも原案のとおり可決

しました。

第１回定例会

審 

議 

し 

た 

議 

案

・審議した議案①　

 

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

 

新
た
な
集
団
接
種
会
場
を
設
置
し
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
を
開
始

３

　・審議した議案②　

第１回定例会

【
主
な
歳
出
】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
億
８
２
０
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

  

接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委

　

託
料　
　
　
　
　

９
８
５
万
円

・
若
里
基
線
道
路
改
良
舗
装
工
事

▲
４
３
３
８
万
円

・
遠
軽
地
区
広
域
組
合
負
担
金

　

（
消
防
費
）　

▲
１
７
４
４
万
円

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計  

  

繰
出
金　
　

 

▲
２
６
６
０
万
円

■
令
和
３
年
度
公
共
下
水
道
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

２
５
３
０
万
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
２
億
６
９
８
５
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
公
共
下
水
道
事
業
費
補
助
金

▲
１
１
４
０
万
円

・
一
般
会
計
繰
入
金

▲
３
１
２
万
円

・
公
共
下
水
道
事
業
費
債

▲
１
０
１
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
設
備
改
修

　

工
事　
　
　

 

▲
２
１
１
０
万
円

・
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理

  

業
務
委
託
料　

 

▲
１
３
２
万
円

条　

例

下
げ
は
、
消
費
拡
大
の
抑
制
に
繋

が
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
勧
告
の

実
施
が
延
期
さ
れ
、
令
和
４
年
６

月
期
末
手
当
か
ら
減
額
調
整
す
る

も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
ボ
ー
ナ
ス
の
改
定

　

令
和
２
年
８
月
か
ら
令
和
３
年

７
月
ま
で
の
直
近
１
年
間
の
民
間

と
公
務
の
支
給
状
況
を
比
較
し
、

公
務
の
支
給
月
数
４
・
４
５
月
に

対
し
て
、
民
間
の
支
給
割
合
が
４
・

３
２
月
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
公

務
員
の
支
給
月
数
を
４
・
３
０
月

と
０
・
１
５
月
分
引
き
下
げ
ま
す
。

（
再
任
用
職
員
は
０
・
１
月
分
引
き

下
げ
、
２
・
２
５
月
。）

②
令
和
４
年
６
月
期
末
手
当
の
減

　

額
調
整

　

令
和
３
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
改
定
後
の
支
給
月
数
に
よ
り
算

定
さ
れ
る
期
末
手
当
額
か
ら
、
令

和
３
年
12
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末

手
当
額
に
、
同
月
１
日
に
お
け
る

職
員
の
区
分
に
応
じ
、
次
の
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と

し
ま
す
。

・
一
般
職
、
会
計
年
度
任
用
職
員

１
２
７
・
５
分
の
１
５

・
再
任
用
職
員
、
任
期
月
職
員

７
２
・
５
分
の
１
０

・
特
別
職
、
議
会
議
員

２
２
２
・
５
分
の
１
５

■
令
和
３
年
度
簡
易
水
道
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

７
７
３
８
万
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
３
億
２
０
８
８
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
若
佐
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事
業

  

費
補
助
金　

 

▲
２
６
７
８
万
円

・
佐
呂
間
簡
易
水
道
基
幹
改
良
事

  

業
費
補
助
金　

 

▲
１
５
２
万
円

・
若
佐
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事
業

  

費
債　
　
　

 

▲
４
０
２
０
万
円

・
佐
呂
間
簡
易
水
道
基
幹
改
良
事   

  

業
費
債　
　
　

 

▲
７
６
０
万
円

■
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

18
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
５
億
３
３
６
１
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

１
５
７
２
万
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
２
億
５
２
４
７
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
利
用
料

（
介
護
給
付
費
）　

 

５
６
０
万
円

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
利
用
料

（
自
己
負
担
金
）　

 

３
２
２
万
円

・
一
般
会
計
繰
入
金▲

２
６
６
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
給
与
費
（
一
般
職
、
第
２
号
会
計  

　

年
度
任
用
職
員
）

▲
１
１
２
３
万
円

・
代
替
人
夫
報
酬 

▲
２
７
２
万
円

■
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

34
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
９
１
１
６
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

条
例
改
正

■
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

　

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
改
正

■
特
別
職
の
給
料
額
及
び
旅
費

　

額
並
び
に
そ
の
支
給
条
例
の

　

一
部
改
正

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
改
正

■
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員

　

の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費

　

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正

◎
学
校
支
援
員
に
つ
い
て

　
　
　
　

学
校
支
援
員
報
酬
が
減

　
　
　
　

額
補
正
と
な
っ
た
根
拠

は
、
当
初
に
見
込
ん
で
い
た
支
援

を
要
す
る
子
ど
も
の
人
数
が
減
っ

た
こ
と
で
、
支
援
員
を
採
用
し
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

 

議
案
質
疑
の
中
か
ら　 

但木

　
　
　
　

新
年
度
に
向
け
て
も
、

　
　
　
　

引
き
続
き
、
手
厚
い
支

援
を
し
て
い
く
た
め
に
、
支
援
員

の
募
集
や
人
材
探
し
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

【
答
弁
】
人
材
探
し
は
十
分
に
行
っ

て
お
り
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
状
況
で
す
が
、
限
ら
れ
た
人
数

で
手
厚
く
支
援
い
た
だ
け
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

但木

　
　
　
　

そ
う
な
る
と
、
支
援
を

　
　
　
　

必
要
と
す
る
子
ど
も
達

に
対
し
、
支
援
員
が
足
り
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

【
答
弁
】
本
来
は
支
援
員
を
も
う

１
人
採
用
し
、
手
厚
く
支
援
を
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
人
材
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
や
む
を
得

ず
そ
の
人
数
で
進
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。 但木

【
答
弁
】
採
用
し
た
支
援
員
の
人

数
が
、
当
初
に
見
込
ん
で
い
た
人

数
よ
り
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
ら
４
件
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

国
の
対
応
に
準
じ
て
、
町
職
員
の

給
与
や
手
当
な
ど
の
改
定
を
行
う

た
め
、
関
係
す
る
町
の
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

例
年
で
は
、
勧
告
年
の
12
月
１

日
ま
で
に
国
会
に
て
改
正
法
が
成

立
し
、
12
月
開
催
の
定
例
会
に
て

条
例
改
正
を
行
う
と
こ
ろ
、
昨
年

の
衆
議
院
解
散
総
選
挙
の
影
響
で

臨
時
国
会
が
12
月
に
ず
れ
込
み
、

ま
た
年
末
前
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
減
少
傾
向
で
消
費
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
中
で
の
ボ
ー
ナ
ス
引
き

町民センター集会室を集団接種会場に

【
主
な
歳
出
】

・
若
佐
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事
業

  

費
負
担
金　

 

▲
６
６
９
５
万
円

・
若
佐
給
水
区
配
水
管
実
施
設
計

  

業
務
委
託
料　

 

▲
３
７
９
万
円

・
若
佐
給
水
区
送
水
管
敷
設
工
事

▲
５
４
５
万
円

■
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

５
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
８
億
３
３
３
２
万
円
に
な

り
ま
し
た
。



令和４年 ３月定例議会号令和４年 ３月定例議会号

議会だより　130 号議会だより　130 号 ４

第１回定例会

・審議した議案③　

・町長行政報告　　

５

　

　・審議した議案④

第１回定例会

意
見
書

■
コ
ロ
ナ
禍
で
の
消
費
拡
大
対
策

　

の
強
化
と
て
ん
菜
の
安
定
的
な

　

生
産
維
持
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異

株
の
感
染
拡
大
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
低
迷
や
飲
食
店
の
利
用

制
限
な
ど
に
よ
り
農
畜
産
物
の
在

庫
が
増
大
し
、
農
家
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
基

幹
作
物
で
あ
る
て
ん
菜
に
つ
い
て
、

国
は
砂
糖
消
費
の
低
迷
と
在
庫
増

大
を
理
由
に
、
馬
鈴
薯
や
大
豆
へ

転
換
し
、
て
ん
菜
の
作
付
け
制
限

を
す
る
方
針
で
す
が
、
輪
作
体
系

の
維
持
や
労
働
力
不
足
の
問
題
な

ど
、
転
作
の
対
応
は
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
米
や
乳
製
品
、
砂
糖

な
ど
の
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
対

策
の
強
化
と
、
て
ん
菜
の
安
定
的

な
生
産
を
持
続
で
き
る
対
応
を
図

る
こ
と
を
要
望
す
る
意
見
書
を
可

決
し
、
関
係
大
臣
宛
に
提
出
し
ま

し
た
。

■
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

　

の
軍
事
侵
略
に
対
す
る
決
議

　

２
月
24
日
に
開
始
さ
れ
た
ロ
シ

ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
に

つ
い
て
は
、
連
日
の
よ
う
に
新
聞
、

テ
レ
ビ
等
で
悲
惨
な
状
況
が
報
道

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
ロ
シ

ア
軍
の
侵
略
は
、
国
際
法
や
国
連

憲
章
の
重
大
な
違
反
で
あ
り
、
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

断
じ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な

く
、
国
際
社
会
の
秩
序
の
根
幹
を

揺
る
が
し
か
ね
な
い
極
め
て
深
刻

な
事
態
で
す
。

　

よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
侵

略
を
強
く
非
難
し
、
ロ
シ
ア
軍
の

攻
撃
停
止
と
即
時
撤
退
を
強
く
求

め
る
決
意
を
表
明
す
る
決
議
を
可

決
し
ま
し
た
。

■
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
光
回
線

　

令
和
２
年
度
か
ら
、
町
内
の
光

回
線
の
未
整
備
エ
リ
ア
解
消
の
た

め
、
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事

業
を
活
用
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が

事
業
主
体
と
な
り
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
本
年
２
月
に
事
業

が
完
了
し
、
３
月
15
日
か
ら
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
町
内

全
域
で
の
高
速
・
高
品
質
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
未
整
備
で
あ
っ
た

地
域
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

令
和
３
年
度
の
工
事
と
委
託
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
総
事
業
件
数

67
件
、
総
事
業
費
６
億
５
０
０
万

円
が
発
注
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
現
場
で
の
事
故
等
も
な
く
、

さ
ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
者
が
発
生
し
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
、
適
時
の
発
注
に
努

め
た
こ
と
も
あ
り
、
全
て
の
事
業

が
無
事
に
完
了
し
ま
し
た
。

町
長
行
政
報
告

（
要
旨
）

決　

議

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
感
染
確
認

　

年
明
け
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
る
「
第
６
波
」
の
感
染
が
全
国

で
増
加
し
、
北
海
道
に
適
用
さ
れ

た
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

の
期
間
が
延
長
と
な
る
ほ
か
、
２

月
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
に
お
い

て
も
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
一

日
の
新
規
感
染
者
数
が
日
々
更
新

さ
れ
る
な
ど
、
長
引
く
未
曽
有
の

事
態
に
不
安
が
増
す
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お
い

て
も
１
月
９
日
の
週
か
ら
２
月

６
日
の
週
に
わ
た
り
、
町
民
５
名

の
方
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
と
の

報
告
を
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

か
ら
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
感
染
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
自
宅
で
療
養
さ
れ
、

そ
の
後
一
定
の
期
間
を
経
て
療
養

が
解
除
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
に
対
す
る
感
染
予

防
の
呼
び
か
け
を
徹
底
し
、
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
を
円
滑

に
進
め
る
と
と
も
に
、
介
護
、
福

祉
施
設
は
も
と
よ
り
、
町
内
に
お

け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会

　

規
約
の
一
部
変
更

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
13
町
村
４
組

合
が
共
同
で
設
置
し
、
地
方
公
共

団
体
職
員
の
勤
務
条
件
や
不
利
益

処
分
に
関
す
る
審
査
を
行
う
オ

ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会
の
規

約
の
う
ち
、
設
置
及
び
運
営
に
要

す
る
経
常
・
臨
時
的
経
費
の
分
担

等
に
つ
い
て
の
内
容
を
一
部
変
更

す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

同　

意

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会

　

委
員
の
選
任
同
意　
　
　

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
13
町
村
４

組
合
が
共
同
で
設
置
し
、
地
方
公

共
団
体
職
員
の
勤
務
条
件
や
不
利

益
処
分
に
関
す
る
審
査
を
行
う
オ

ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会
委
員

と
し
て
、
次
の
方
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
興
部
町  　

 

五 

島   

巧  

氏

　

任
期
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日

ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
に
係
る
「
妊
娠
・

出
産
・
育
児
等
と
仕
事
の
両
立
支

援
の
た
め
に
講
じ
る
措
置
」
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
こ
の
う
ち
非
常
勤

務
職
員
の
育
児
休
業
・
介
護
休
暇

等
の
取
得
要
件
の
緩
和
等
に
係
る

事
項
に
つ
い
て
施
行
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
公
務
員
と
の
措
置
権

衡
を
踏
ま
え
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

請
願
と
陳
情
に
つ
い
て

　

請
願
・
陳
情
は
、
国
、
道
、
町
政
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
を
反
映
さ
せ
る
方
法
の
一
つ
で
、
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず
誰

で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《　記 載 例　》

　　　　○○○○○○○○

に関する請願（陳情）

　要旨

　理由

　令和○○年○○月○○日

　佐呂間町議会

　議長　○○○○　殿

　　　　佐呂間町字○○町○○番地

　　　　　　　　署名又は記名押印

（本文）（表紙）

○○○○○○○○に関する

請願書

（陳情書）

　

　　　紹介議員　署名又は記名押印

※陳情書の場合は、紹介議員は不要です。


